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1 コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

　当行は、ステークホルダーであるお客さま・株主・お取引
先・地域等の皆さまから信頼され満足していただくためには、
堅確な事務処理や誠実な業務を行うだけでなく、役職員一人ひ
とりが常に高い倫理観を持ち、相互牽制と統制を図ることが重

要であると認識しております。当行の経営管理組織の整備につ
いては、取締役会・常務会の一層の活性化を図るとともに、監
査役が常に取締役会および常務会へ出席して経営監視機能を高
めるなど、コーポレート・ガバナンスの充実に努めております。

2 企業統治の体制の概要等

　業務執行、監査に係る当行の機関等の内容は次のとおりです。
⑴取締役会
　�　取締役会は取締役10名（平成23年6月24日現在）で構成

されており、当行の重要な業務執行を決定し、取締役の職務
の執行を監督しております。

　�　毎月開催される取締役会においては、社外監査役を含む監
査役4名（平成23年6月24日現在）の出席のもと、客観的かつ
合理的判断を確保しつつ報告・審議・決議を行っております。

⑵常務会
　�　取締役会で決定した基本方針に基づき経営に関する重要事

項を協議する機関として、頭取及び専務取締役、常務取締役
3名の計5名（平成23年6月24日現在）からなる常務会を取
締役会の下に設置しております。原則毎週開催される常務会
には常勤監査役1名が必ず出席し、経営や事業に関する事案
について意見を述べる機会を確保しております。

⑶経営委員会
　�　常務会の諮問機関として、「信用リスク管理委員会」・「コ

ンプライアンス委員会」・「ALM委員会」・「システム投資委
員会」の4つの経営委員会を設置し、経営に関する重要な課
題について各部門間の連携を図り、協議・調整を行っており
ます。

　�　各委員会の議事結果につきましては、頭取、専務取締役及
び常務取締役に報告しているほか、重要な事案については常
務会で協議し、取締役会で決定しております。

　①　信用リスク管理委員会
　　　�　与信に係るリスク管理と適切な与信ポートフォリオの

構築を目的に設置しております。事務局である融資企画
部の担当役員が委員長を務め、メンバーは融資企画部、
審査部、営業統括部、経営管理部及び監査部より選出
し、委員会は必要に応じて適宜開催しております。また、
委員会には、常勤監査役1名が出席しております。

　②　コンプライアンス委員会
　　　�　法令等の遵守体制を確立し、コンプライアンス意識の

高い企業風土の実現を目的に設置しております。頭取が
委員長、専務取締役が副委員長を務め、メンバーは常務
取締役3名のほか本部各部長を選出し、事務局は総合企画
部が担っております。また、委員会には、常勤監査役1名
が出席しております。委員会は毎月開催しております。

　③　ALM委員会
　　　�　リスク量の計測や分析を通じ、安定した収益の確保を

目指すことを目的に設置しております。頭取が委員長、
専務取締役が副委員長を務め、メンバーは経営管理部、
総合企画部、営業統括部、審査部、融資企画部、市場金
融部より選出し、事務局は経営管理部が担っておりま
す。また、委員会には、常勤監査役1名が出席しており
ます。委員会は毎月開催しております。

　④　システム投資委員会
　　　�　戦略的・効率的なシステム投資を行うことを目的に設

置しております。事務局である事務部の担当役員が委員
長を務め、メンバーは事務部、総合企画部、経営管理
部、営業統括部、融資企画部、総務部、市場金融部より
選出しております。また、委員会には、常勤監査役1名
が出席しております。委員会は毎月開催しております。

⑷監査役
　�　社外監査役2名を含む監査役4名で構成される監査役会は、

原則月1回開催しております。事業年度における取締役の職
務の執行に関しては、各監査役より監査の方法及び結果に基
づく報告を受け、審議のうえ監査報告書の作成や取締役への
通知を行い、定時株主総会において株主に報告しております。

　�　監査役は、監査役会で策定された年度の監査方針、監査計
画及び業務・財産状況の調査方法に基づき、取締役会をはじ
めとする重要な会議への出席、往査、会計監査人・内部監査
部門の監査の立会い、担当取締役への質問・確認、関係書類
の閲覧・突合等を通じて、取締役の職務執行状況の監査及び
当行の経営状況の調査を行っております。

⑸会計監査人
　�　会計監査人として有限責任監査法人トーマツを選任してお

ります。会計監査人は、法令等に基づき当行の計算書類等を
監査しているほか、財務報告に係る内部統制の有効性の評価
結果を監査しております。

　（現在の体制を採用する理由）
　　�　当行では、社外監査役2名を含む4名の監査役が取締役

の職務執行状況を監査しており、経営監視において十分に
機能する体制が整っているものと判断し、現状の体制を採
用しております。

　　�　経営監視機能の強化に係る当行の具体的な体制や実行状
況は次のとおりです。

　　①　�社外監査役を除く常勤の監査役2名につきましては、
行内の業務運営に精通し、取締役会・常務会をはじめ
とする重要な会議に出席し客観的評価を行うなど的確
な分析に基づく発言を行っております。

　　②　�社外監査役2名につきましてはそれぞれ、公共性・倫
理性の高い報道機関出身者及び弁護士を選任してお
り、職歴・経験・知識等を活かし、外部者の立場から
経営全般について大局的な見地から監査及び助言・提
言を行っております。

　　③　�監査役は、法令、定款違反や株主利益を侵害する事実
の有無等の監査に加え、取締役及び重要な使用人と適
宜意見交換を行うなど、経営監視の強化に努めており
ます。
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4 内部監査及び監査役監査の状況

⑴内部監査の組織、人員及び手続
　�　内部監査につきましては、当行の業務運営及び財産管理の

実態を検証し、諸法令、定款や社内規程への準拠性を確かめ
ることを目的とし、内部監査部門である監査部（14名）が
実施しております。監査部は、頭取直轄となっており、被監
査部門に対して十分な牽制機能が働く独立組織であることか
ら、内部統制の適切性を確保できる体制となっております。

　�　監査部は、毎年度取締役会の承認を受けた内部監査基本方
針及び基本計画に基づき、営業店、本部、当行グループ会社
について、原則として年1回内部監査を実施しております。
監査部長は内部監査終了後、指摘した問題点やこれに関する
評価・意見について報告書を作成し、頭取、常務会及びコン
プライアンス委員会に報告するほか、年間の総括報告につい
ては取締役会に報告しております。

⑵監査役監査の組織、人員及び手続
　�　監査役監査につきましては、毎年、年度の監査方針、監査

計画及び業務・財産状況の調査方法を立案し、往査、会計監
査人・内部監査部門の監査の立会い、担当取締役への質問・
確認、関係書類の閲覧・突合等を通じて行っております。

　�　監査役（4名。うち社外監査役2名）は、取締役会及び常
務会に出席し、経営や事業に関する事案について意見を述べ
る機会を確保しております。また、監査役の職務の補佐を行
うため、他の部署から独立した専任の使用人を配置しており
ます。

　�　監査役会は、原則月1回開催しているほか、常時当行の経
営状況の監視を行っております。また、事業年度における取

締役の職務の執行に関しては、各監査役から監査の方法及び
結果に基づく報告を受け、審議のうえ監査報告書の作成や取
締役への通知を行い、定時株主総会において株主に報告して
おります。

⑶内部監査、監査役監査及び会計監査の相互連携
　�　監査役は、監査部より毎月定期的に内部監査の状況等につ

いて報告を受け、意見交換を行っております。また、監査役
と会計監査人は、随時意見交換を行っているほか、監査役会
は、会計監査人より定期的に監査概要及び監査結果の報告を
受けております。

　�　監査部と会計監査人は、会計監査人が監査部に対しヒアリ
ングを実施し、監査方針や監査の課題、主な指摘事項の改善
状況について説明を受けるなど、連携を図っております。

⑷内部監査、監査役監査及び会計監査と内部統制部門との関係
　�　監査部は、内部統制部門（総合企画部）が事務局を務める

コンプライアンス委員会において内部監査の実施結果を報告
しているほか、委員会には常勤監査役1名が出席しておりま
す。

　�　監査役は、内部統制の整備及び運用状況について、半期ご
とに内部統制部門より報告を受けているほか、内部統制の状
況を適宜監査役会において説明を行っております。

　�　会計監査人は、監査役に対し四半期ごとに会計監査に関す
る報告をしており、総合企画部は報告に基づき本部各部に対
し必要に応じて体制整備または改善を指示しております。ま
た、総合企画部は、体制整備及び改善の状況について、監査
役及び会計監査人に報告しております。

5 社外監査役

⑴社外監査役
　�　当行の社外監査役は関田雅弘氏と小林彰氏の2名であり、

当行との間において、通常の銀行取引を除き人的関係、資本
的関係または取引関係その他の利害関係を有しておりませ
ん。

　�　社外監査役のうち関田雅弘氏につきましては、公共性・倫
理性の高い報道機関出身者であり、小林彰氏につきまして
は、法律の専門家であり、両氏とも社外監査役としての識見
を有するため選任しております。また、関田雅弘氏、小林彰
氏の両氏とも、職歴・経験・知識等を活かし、外部者の立場
から経営全般について大局的な見地から監査及び助言・提言
を行っているほか、一般株主と利益相反が生じるおそれが疑
われるような属性等は存在しておらず、利害関係を経営陣と
有しない独立性が保たれております。

　�　なお、社外監査役2名を含む4名の監査役が取締役の職務
執行状況を監査しており、経営監視において十分に機能する
体制が整っているものと判断しているほか、「信用リスク管
理委員会」・「コンプライアンス委員会」・「ALM委員会」・「シ
ステム投資委員会」の4つの経営委員会を常務会の諮問機関
として設置し、業務の適切性を確保していることから、社外

取締役を選任しておりません。
⑵内部監査、監査役監査及び会計監査との相互連携
　�　社外監査役と常勤監査役は、監査役会において常勤監査役

が常務会や経営委員会での協議内容、往査結果、内部監査部
門（監査部）による内部監査の状況などについて説明を行い、
社外監査役との的確な情報共有を図っております。

　�　社外監査役は、監査役会において説明を受けた内部監査の
状況などについて意見を述べるなど、常勤監査役と社外監査
役との情報共有のもと、監査部との相互連携を図っておりま
す。

　�　社外監査役と会計監査人は、監査役会が会計監査人より定
期的に監査概要及び監査結果の報告を受けるなど、連携を図
っております。

⑶内部統制部門との関係
　�　監査役は、内部統制の整備及び運用状況について、半期ご

とに内部統制部門（総合企画部）より報告を受けているほか、
内部統制の状況を適宜監査役会において説明を行っておりま
す。社外監査役は、こうした的確な情報共有のもと、監査役
会において内部統制の整備及び運用状況について、外部者の
立場から意見を述べております。

6 会計監査の状況

　会計監査人として有限責任監査法人トーマツを選任しており
ます。会計監査業務を執行した公認会計士は、岸野勝氏、杉田
昌則氏、神代勲氏の3名であり、当行の会計監査業務に係る補

助者の構成は、公認会計士7名、会計士補等4名、その他2名で
あります。

3 内部統制システムの整備の状況

　当行は、10項目の「内部統制の体制整備の基本方針」を取
締役会の決議により定めており、本方針に基づき内部統制シス
テムの整備に取り組んでおります。
　内部統制につきましては、法令等の遵守、各種リスクの状況
把握と適切な対応が経営の健全性維持と収益力強化のための最
重要課題であると位置づけております。

　コンプライアンスやリスク管理を含む内部管理の適切性･有
効性については、被監査部門から独立した頭取直轄の監査部が
各部署に対し内部監査を実施し、その検証を通じて経営管理の
改善に努めております。
　監査役は、業務の執行状況について諸法令や行内規程との適
合性に関する監査を実施しております。
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